




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































個 人 研 究
的な軍事力を北ヴェトナムに向けて投入すべきであっ
た，という議論が有力となった。こうして，戦前のよう
な，戦争と平和の二分法が，ふたたび復権した観を呈す
るに至っている。将来もしヴェトナム戦争のような事態
が再び起こったとすれば，それはもはや七年間もだらだ
ら続くことはなく，七週間で決着がつけられてしまうで
あろう。その際，アメリカは戦争への介入をこれまでよ
りもはるかにちゅうちょするであろうが，一旦介入を決
定すれば，短期決戦を辞さないであろうω。
　ハンチントンは以上に紹介したように，ヴェトナム戦
争直後，アメリカが著しく内攻的，反省的になったとい
われていた時期のなかで，アメリカの政軍関係のあるべ
き姿を模索している。しかし，先にも述べたように，ア
メリカの政軍関係をとりかこむ諸般の条件は．1979年末
のソ連軍のアフガニスタン進攻によって決定的に変化し
た。いま，1977年に刊行されたハンチントンのこの論文
をよむと，何か一時代前のアメリカの姿に接するような
思いがする。この論文自体，アメリカの「内攻」の時代
の証言であるといっても良いかも知れない。彼は，この
論文全体の結論として，軍が，それが奉仕する社会とは
「異質ではあるが距離が小さい」（different　but　not
distant　from）ことが自由主義社会にとって最も望まし
い，と断定しているが，この結論自体が，1979年末以来
の「新冷戦」といわれる状況のなかであらたな試練にさ
らされるものであることはいうまでもない。アメリカの
政軍関係が，彼のいう「冷戦パターン」に回帰するの
か，新しい道を模索するのか。現状では前者の兆候が顕
著であるようにも思われるが，いずれにせよ政軍関係と
外交政策乃至は国際環境とのかかわり合いが重要である
ことは改めていうまでもないところであろう。
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